
持続可能な社会の実現に向けて

廃プラスチック

ガス化ケミカルリサイクル



プラスチックリサイクルの推進が、
世界的課題になっています。

VISION
by
JGC

廃プラスチックがバージンプラスチックに生まれ変わる！

アップサイクルの実現を
提案します。

マテリアルリサイクルに加え、
ケミカルリサイクルを推進。

選別・洗浄
成型

廃棄物

単純焼却・
埋め立て

プラスチック
製品

マテリアルリサイクル
簡易な設備でリサイクルが可能
適用可能な廃プラが限定

ケミカルリサイクル
多様な廃プラへの適用が可能
（不純物・汚れに強い）

化石資源由来と同等の
バージンプラスチックが生産可能廃プラスチック 加工

世界のプラスチック需要とリサイクルの現状
世界のプラスチック需要は2050年までに3倍以上(2015年比)に増えることが予測されています

このままでは、2050年までに海洋プラスチックの量が魚の量を超える試算も*

プラスチックのリサイクルの大幅な拡大が求められています

日本政府の掲げる目標値*を達成するには、プラスチック

リサイクル率の大幅な向上が必要です。そのために、マ

テリアルリサイクルを最大限利用しつつ、“混合プラ”や

“不純物を含むプラスチック”など、リサイクルが困難な

廃プラスチックにも適用が可能なケミカルリサイクルを

推進することが求められています。

2030年までに、プラスチック製容器包装6割のリユース又はリサイクル実現を目指す：
プラスチック資源循環戦略, 2019年
*

IDENTIFYING 
THE PROBLEM

バージン
プラスチック

分解・生成等
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プラスチックの生産・リサイクル予測

*THE NEW PLASTICS ECONOMY: RETHINKING THE FUTURE OF PLASTICS & CATALYSING ACTION, ELLEN MACARTHUR FOUNDATION, 2017
**Production, use, and fate of all plastics ever made, Roland Geyer, Jenna R. Jambeck, Kara Lavender Law, 2017
***Improving Plastics Management: trends, policy responses, and the role of international co-operation and trade, OECD, 2018

億トン

マテリアル・
ケミカルリサイクル

(サーマルリサイクル+焼却処理など)

その他処理

サーマル
リサイクル

**, ***

(メタノール to オレフィン)

EUP*

ポリエステルケミカルリサイクルプロセス (モノマー化）

三菱ケミカル株式会社との共同開発プロセス

*EUP: Ebara Ube Process (エタノール to ブタジエン)
ETBプロセス

DTPプロセス*

廃タイヤ

ペットボトル

開発中

ガス化ケミカルリサイクル

ポリエステル
繊維

廃プラスチック

日揮グループの手掛けるケミカルリサイクル

化石資源

廃プラを排出しないアップサイクル

*DTP: Dominant Technology for
Propylene Production



REALIZATION
of
VISION

EUPは、長期商業運転実績をもつ世界でただ一つの
ガス化ケミカルリサイクルです。

プラスチックの完全循環を実現する

ガス化ケミカルリサイクル

EUPの特徴

WHY
JGCEUP

2000年に株式会社荏原製作所（2009年に荏原環境プラントに事業継承）と宇部興産が開発したEUPは、廃プラスチックを酸素と蒸

気による部分酸化によりガス化し、アンモニアやオレフィンなどの化学品合成に利用可能な合成ガスを生産するプロセスです。

2003年より昭和電工川崎事業所において稼働を続けているガス化設備には、このEUPが採用されており、ガス化ケミカルリサイクル

用途では、世界で唯一の長期商業運転実績を有するプロセスです。

高圧運転(10barg)のため、化学合成で有利

高温の運転により、高いガス転化率を達成

ダイオキシンを発生しない

IGCC*(石炭)設備
広島県大崎上島町

日本初のCO  分離・回収型酸素吹石炭ガス化
複合発電設備

*IGCC: Integrated Gasification Combined Cycle

IGCC(残渣油)設備
神奈川県横浜市

日本初の商業IGCC設備天然ガスを原料として、石油製品中間留分を製造
する世界初の実用化プラント
*GTL: Gas to Liquids

GTL*プラント

ガス化プラントの
実績・設計ノウハウ

EUPの
設計・運転ノウハウ

私たちがEUPの普及をリードするには理由があります。

プラント所在地

原料処理能力

稼働実績

山口県宇部市

95 トン/日

2001年～2008年

株式会社イーユーピー
プラント所在地

原料処理能力

稼働実績

昭和電工株式会社

神奈川県川崎市

195 トン/日

2003年～現在

日揮グループがライセンサー/コントラクターとして普及に貢献する

マレーシア

：ガス化ケミカルリサイクル技術

多様な原料のガス化プロジェクトの遂行実績

ガス化プロセス固有の知見

卓越したシステム統合力が可能にする高い信頼性

プラント全体制御や運転自動化にも対応

ガス化プラントを知り尽くす実績

EUP

2

プラ回収

化学合成

ガス化製品
燃料電池自動車
(FCV)

発電

合成ガス

ゴム製品

プラ製品

化学繊維

EUPプロセス

廃プラスチック

多様な製品

化学プラント

化学品

( )アンモニア/エチレン/
プロピレンなど

合成ガス

廃プラ

前処理 ガス化

破砕機

成型機

洗浄塔

成型プラ 不燃物 スラグ 廃水

低温ガス化炉
(600℃~800℃)

高温ガス化炉
(1300℃~1500℃)

酸素、
水蒸気

酸素、
水蒸気

CO2

H2
H2

CO

CO2

H2 CO

混合プラの活用が可能

地産地消の水素を実現

拡大生産者責任に応える
多様なプラ製品の生産が可能



PROPOSAL廃プラスチックの活用で新しい価値を生む

ガス化ケミカルリサイクル

VALUE
CHAIN
SUPPORT

ガス化ケミカルリサイクルプラント

ライセンス
設計

EPC*

O&Mサービス

1 サステナブルなプラ製品を生産する
既設の化学プラントを活用し、EUPガス化ケミカルリサイクル設備を増設することが可能です。
廃プラスチックが代替原料となり、原油や石化原料の節約にもつながります。 

スマートシティにおける地産地消水素を生産する
新設でEUPガス化水素製造設備を建設します。
求められる地産地消の水素源。安定した水素供給により、国内自給率アップを実現します。

安定した廃プラ原料の入手先（廃プラ
回収業者など）や、最終製品の販売先
（オフテイカー）とのパートナリング支
援を含め、事業計画サポートで実現を
促進します。

廃プラからリサイクルプラまでの経路を
見える化し、リサイクルのトレーサビリ
ティの確立を目指します。

80か国20,000件のEPCプロジェクト遂行の実績を活かし、
最適な品質・スケジュール・コスト・リスクのコントロー
ルでプラントを実現します。
*EPC: Engineering, Procurement and Construction

昭和電工による長期商業運転の実績から得られる情報を活
かし、運転サポートや保守メンテナンスのアフターサービ
スを提供します。

日常診断・保全から、定期保全計画の立案・遂行に至る、
プラント総合メンテナンスの総合保全型サービスです。
AI技術も駆使し、プラントの自動化やリモートオペレー
ションを実現します。

実現プラン

case

2case

事業計画サポート

+ 

多様な製品

廃プラ

販売先

EUPライセンサー/コントラクターとし
てプロセス開発会社との連携や、これ
までのガス化プラントプロジェクト遂行
の実績を活かした設計を行います。

プラントライフサイクル

一般家庭  工場　オフィス

原料供給

原料供給パートナリングサポート

廃プラ回収業者など原料供給者とのパー
トナリングを支援します。

試運転

For Your Business

スマートシティ

販売先パートナリングサポート

最終製品の販売先（オフテイカー）との
パートナリングを支援します。

実現と運用のための
ソリューションを提供

*, **

EUPプロセス廃プラスチック

原油

ナフサ石油精製装置

DTPプロセス

多様な製品

CO2

H2 CO

合成ガス

化学プラント

EUPプロセス

CO2

H2 CO

合成ガス

家庭用燃料電池
7,100世帯分*

*1450トンの水素で賄われる年間使用量
**熱効率想定：51%

H2 水素
1,450トン

化学品

( )エチレン/プロピレンなど

40%以上のカーボンをリサイクル

廃プラスチック
10,000トン

燃料電池自動車(FCV)
15,000台分*

発電
8,800世帯分



蓄エネルギー

スマートシティ

魚粉代替飼料

植物工場

CO フリーアンモニア2

CO フリー水素2

ゼロエミッションフューエル

バイオ燃料
グリーン LNG

蓄電池

CO  鉱物化2

ゼロエミッションフューエル製造

EMS

エネルギー回収

繊維 to 繊維
廃プラガス化

SAF
HiPACT

DDR膜 CCS

EOR

CCUS

つくる
(製造・再生 )

くらし
(消費 )

VPP

CO フリーアンモニア2

バイオ燃料

バイオガス

Add:　〒220-6001 横浜市西区みなとみらい2-3-1 

Web:　https://www.jgc.com

Tel:　  045-682-8095

Mail:　info_SCD@jgc.com
サステナビリティ協創部

カタログデザイン ： MT-planning


